
企業集中と企業格差

れなのか
る停い’寡
大滞つと占
企性れい経
業をかう済
と追の問の
中求方題動
尖墓睾嫉蕎は
業こたこ過し
ととどれ程

格向こで・
差けと筆どきのら’を者の
憲讐力縁
にいな特に

・ つ’るらに

四三ニー・

　　　　　　補讐鷲はi
　　　　　　　灘鱗し目
　　　　　　　ととののが
のにるまをが論網離き次
　　　　　　　箋率価ll
　　　　　　　　　鵜

う質るりお
なでで’い
格ああ寡て・
差るろ占ζ
の企うの？
　　°動K成業
立集筆態る
が中者理カミ

’

のの論
何過視の停
故程角分滞
にとは析の
停”は過滞そ寡’程
との占寡と
結結経占し
び果済経て
つもの済と
くた本がら
から質’え
をさ的そる

小

林

企

業

日集
本

づど

比’

好，

宏

（566）84

声



企業集中と企業格差

よ　潤場す用あす新　的　資る’　　検
り次は合る可るべ生主な産行゜企　　討’

に’でが能新て産導も業動格業　　・す
新第比あ故な生の方的の資は差集一　覧
資二較りに生産企法企で本’の中　’
本の的　”産方業は業あ主超主の　企tt
のケ簡す生方法が’はり義過要過＼業

、却、な場の多’　　　　　　　とる潤のがつ゜格
が旧場合転数いでがを如そてす差
充設合は用のかあ’獲くこ’なの
分備で’等企なるそ得でで集わ成
にをあ主に業る゜のしあは中ち立
済不る導よが企一際よる
ん用
でに
いす
なる
いこ
企と
業に

゜

的つそ業般重う
企てのにに要と
業利方と普なす
の用法つ及こる
超可をて過と゜
過能採も程はそ
利な用採に’の

　を　 を
゜

超進主も
過行導と
利さ的に
潤せ企し
はる業て
一゜ の生
時　投ず

85（567）



企業集中と企業格差

に意し費シ過　場続術産プ　法を方生は
な味た用ユ程さ合的の方よこに模法産’
るすが曲ムをてはな条法りのき倣を方新゜

るう線ぺ検”場件をもよりす導法生
縦゜との1討次こ合に採一うかる入の産
軸そ’低タしにのはよ用歩なえがしま方
にし個下1よ新差’つす先過ら”ま法単て別にのう生別こてるん程れ他同生を
位こ的よ言゜産がの’にじのな方じ産採
当の生つ葉新方大上こ至てもい’くを用
り差産てを生法き位のらいと企旧条続し
価が価表借産のい
格超格示り方導①中別’

過がされ法入
横利’ればのに
軸潤市る’導よ
にと場゜そ入る
産な調それは超

一 出る整れは’過
，量　゜的は新生利
を図生マ生産潤
とで産ル産費の
り示価ク画の発’

す格ス数低生
一 とを経の下と
般第下済導を’
の一回学入もそ
企図るのでたの
業のこ用あら消
によと語りす滅
おうをに’°の

／

P

P’

第一一図

　差ずるで業設件けた
　　　’グ’が備のる場Q

位が旧ル資多の揃企合
　’強設1本くまつ業’
下い備プグ生またが旧
位場の’ルず生企’設
の合使普1る産業多備

ノ

ε

！

　　！　　！
　〆　！／　　　E’

　γ／
’

’
ρ■戸’

　　ρ　’　，　’一　一
〆

差と用及プ
は弱に過は
小いよ程三
さ場つにつ
く合てあに’

が低る分
技あ利支け
術り潤配ら
が’に的れ
不技，あ生る
連術ま産゜
続がん方す
な連じ法な
　　てをわ
　　い採ち
　　る用’
　　グし常
　　ルてに
　　1い新　　プる生
　　　’グ産
　　こル方
　　の1法　　三プを
　　つ’導
　　で普入
　　あ及し
　　る過て
　　　゜程’
　　そに他
　　しあの
　　てるグQ　　’新ル
　　技生1

゜を（数の
継資生価
続本ず値
せ力るを
ざ’場拠
る固合棄
を定です
得設ある
な備る損
いの゜ 失

企スこの
業クの方
がラよが
残ッう　’
るプな新

　゜化場設
技に合備
術よはの
のる’採
不損資用
連失本に
続の力よ
性状のる
が態あ利
強等る益
いに主を
程お導上

　’い的廻
’こて企り
の） 業’
新がが結
生’新局
産そ生’
方れ産旧

（568）86



企業集中と企業格差

の価し程説等　の　生はを要曲通　新け
差格めを明しリ差こ産’市を線じだ討る
はとら’はい力額のをそ場上をてが企平’

のれも”1地よ行の価廻低弱’業均正差’？全とド代うな市格る下小産の的
常かそばくいオ論につ場以゜さ企業個費
利らのら同う流を脱て全下かせ業資別用
潤超平費じ二の一落い体に，く　’の本的曲
を過均用事つ限般するを設て他淘主な線
越利利格実の界産る企構定革方、汰義費を
え潤潤差に条生業弱業成す新でと的用点
たががに着件産に小はする企は主競曲線
純説概よ目を者適企’る゜業生導争線で
利明念つし充は用業コ企だは産企経で示
潤さ上ててた’すはス業が’力業済みす
でれ明説なすく一）る’トの’販をののる゜
ある確明さ企　 こ限を価自売拡拡も゜新
るのにすれ業もと界割格己努張張と革生’

にさるてでつに企る全の力せがで新産
と対れ゜いあとよ業価体生をし行は企方
解してマるるもり’格’産通めな’業法
さ’居ルと゜高’叉です価じるわそはの
れシリクみこいこは販な格て゜れの’導
てユ’スてれ費の限売わ（拡そるよ始入
いタ市ともは用限界せち費張の゜う喰は
るイ場のよ’を界生ざ市用し結すな肉’

　　　　　　　　　　　　　　　　糠も　産のる、た確イる　す　るのし
s限の個価淘けずにン
界で別格汰れ’示ド
生あ的にとどそしル
産り生平大ものては
者’産均企’価い’
は価価利業プ格るリ
平格格潤拡ロは②力
均ととが張セ費゜1
的費市含・のス用　 ド

に用場ま過のに　 オ

87（569）

゜

よるそと導て
　り゜の’入’
　劣こた生はそ
　悪のめ産’の　な　よ　　’物一　消

　生う生の方滅
　産な産供での
　方低物給は過
　法価価は費程
　で格格需用を

で

不
し

た
曲

線
力1

革



企業集中と企業格差

売々なに’なを産用費に仮
費の技与わ誘業削用占平定
の販術えな発の減はめ均を
増売革らいすみ的減る的お
大努新れ゜るにな少割純く） 力をるし゜投技す合利こ

質出　　　　　　　　　、中ス　そつ純
の量さ㈲㈹（E）四日口　（→シ過経それて利
改をて　　　　　　の　ユ程済のは’潤
良実’産限内革規規企産タの学よ単マが’

，現革業界部新模模業業イ分にうにルぜ
広さ新全企蓄企のがのにン析おな企クロ
告せ企体業積業大上産おドをけ概業スで
宣る業のはのはな昇出けル検る念者のあ
伝たが成内増’るす高るは討説上の言り
のめ費長，部加自企るが限　’し明の経う　’
強に用が蓄が分業に総界まても差営平そ
化は削外積’自はつ生企ずみシは労均の
（’ 減生は投身’れ産業次よユ別働利産
販種的的行資の費て高はのうタとに潤業　　　　　　　　　　」　、　　　　　　　o

とが行もた
い必なのが
つ要うとつ
かととすて
たなする個
ちるる　゜々
を゜°　の
・とそ革　限
るの新　界
゜販企　企
こ売業　業
れ努の　の
ら力産　拡
販は’出　張
売’量　は
努価は　な
醐奨し≧

’

引す
革下る’
新げ゜
企’し
業生か
の産し
売費’
上のこ
げ“増の

利大増
潤に大．
増よし
加るた
を品産

資術るは潤と
す革゜’ゼか
る新しネロら
もをたグのは
の採がリ小じ
と用つジ企め
すすてブ業る
，るる粗ルで゜

°° 売で’
　　上あし
　　利るか
　　潤゜もは

増
大
す
登

産
業
内

に

多

数
の

小
企
業
が
存
在
し

て
お
倹

個
々

イし対でで
ンてす．はの
ド’るな最
ル競報い小
の争酬゜企
そをとそ業
れ通みので
もずら意あ’

る、れ味る
内超るで゜
容過の正．だ
的利み常が
に潤で利’
はのあ潤こ
’異発るその
な生
る　’

と消
こ滅
ろ　’

は限
な界
’い企

゜

業

次の
に淘’

汰

シの
ユ過
タ程
イの
ン描
ド写
ルは
の　’

企マ
業ル
集ク

の正
も常
の利
が潤
どそ
のの
よも
うの
には
決’
定ま
ささ

1れに
る限
か界
は生’
明産
確者
での
は利
な潤
いで゜

あ

（570）88



企業集中と企業格差

う小・至資　 いだ
③さる本純゜

ぐ゜が粋
　なす淘の
　るな汰産
　゜わさ業
　すちれ資．
　な’る本
　わ資が主
　ち本’義
　中規同の
　位模時も
　のとにと
　グ新上で
　ル技位は
　1術企’
　プを業事
　が採間態
　新用のは
　生レ競も
　産つ争っ
薪整婁

　つ

　　い’拡繧場革大
と盒醗
費’企も
用費業な
の用のつ
差曲超て
は線過価
平の利格
均傾潤が
化斜は低
すは消下
る’滅し
でやす’
あがる弱
うてに小

89（571）

　　をもの一る業　市し若゜がシ減の価部゜全革場た干
　’ユ少が格はこ体新に費相
彼タさ生引倒れの企お用殺
のイせじ下産・は成業けのす
限ンててげす’長のる差る
界ド行くがる産率拡相はよ
企ルくる必場業を張対’う
業の　゜Q要合全革率的なに
淘ここそとで体新は地お働
汰のれのなあの企’位限く
の分が結るる拡業そを界゜
プ析シ果Q°張のの高企け
ロはユ’価こ率成内め業れセ’ タ劣格のよ長部てにど
ス企イ等は過り率蓄いおも
は業ンな市程もが積くけ’

　’格ド限場は革大率　゜る価
か差ル界全次新きにす価格
ながに企体の企く依な格引
り最よ業によ業上存わと下
長初るは波うの回すち費げ
期か競淘及に拡るるよ用を
をら争汰す説張場とりめ例
問存産・さる明が合規多差に
題在業れ結さきが定くよと

景格程業て高界ンのをうれ
気1差で淘いを企ド内確なた
循拡あ汰る拡業ル部保過価
環大るの企大がは蓄す程格
のの　゜過業す縮’積るをと
過過
程程
にで
おあ
ける
ると
現も
象言
でえ
はる
な゜

程のる小絶率に通’
は中たせ対が至じ技’

にめざ的きるて術・

限はにる集わ
界”を中め企コ従得とて・
業ス来な名大
のトよくづき
絶をりなけく

」対割一りて’
数る層’い産

゜’ 革

革新
新に
的よ
企つ
業て
は低

　’下



企業集中と企業格差

と’のたのすげ導な価産企
いそよが場るに企る格物業
あ雲墓ぞ盒量考蒜ζ雫霧筆

つ市　けす場又る場引張　業設　れ利
て場一れるの’°を下に競の備小て潤集
暴嘉盤婆考ζ雇競號耀繧嚢箋も矯鴇

くべはいるをにとよあずおで困独企る莚
るて’°°拡引’うるるけあ難占業こ行゜

がこしこ大王主に゜生る登性的にとす

ユすせ格他大げ立なが努示
タ、なるの企企に場る’力し
イわも上業業よを゜限をた
ンちの限がはつ有し界要よ
ド’とを参’て利た企しう
ル競把決入む他にが業たに
流争え定すし企はつが゜’の形らするろ業して淘ぞ革
集態れるの互をな費汰の新
中’て゜をいしい用さ中企
過市い
程場る
の形゜
分態だ
析はが
に

お他大、
いの企
て要業
も因に
そによ
うよる

妨にめ　格れで業
た協出何差・つ主は
げ定す故はく要’
るにとな’しな自
によいら全’も己充つう’産大’のの
分てか他業企と生
な価たの内業し産
水格ち大でのて能
準をで企縮み’力
で維’業小が価のな持市もす市格拡’

に大となる
よ規つくこ
つ模て固と・
て企は定に
制業’化よ
約の超すり
さ支過る’
れ配利゜限
てす潤こ界
いるのの企
る産追超業
が業求過が’

にが利淘
そ流そ潤汰
れ入ののざ
よす行固れ
りる動定’
もこ目化い
なと標はわ
おはで’ゆ
一

／” あ独る
層まる占独’

ずこ企占
一’ と業的
産そにの大
業の変価企
内技わ格業
へ術り政に
の的，な策よ
資困い’につ
本難゜よて
の性　 つ市
流’　て場
入す　 生が，
をな　ず支
妨わ　 る配
げち　　゜さ
る

’

　独れ
の巨　占る
は大　がと’

な　形’
大固　成超
企定　さ過

（572）90



〆

企業集中と企業格差

能こア
にの1
蒙蓉馨

ら技競’

術争
価進が
格歩激
をにし
低よい
下るた
し費め
う用に
る削’
範減価
囲は格

く模の
な生か
る産た
eのち
だ有で
が利

’

こ性よ
のにり
場も多

とく　定場るて　なご　　倉安あ果しあで

　　　　　　　　　　　夢・わ引と拮た率つを拡体大よも下な行
鴇発一擁膏雪一蕃一Y一雛一一と一鍔鰹鮪
　しつ下れス的る価うAすれ行な’　　　　　　　　　　　　　　　　ても

gi　（573）　’

　なトそ性・他も低れはq

参れもれめの
入ば’まて差
の’量で小が

、可企産のさい
能業に分いち
性はよ析゜ち
が生るか　 る

大産コら　 し

と拡ス　’　く
な張トま　小
るを低ず　 さ

　゜競下費　 い

つろで下てうあの　1
価゜る度
格、そ、’合　　は
のしとい
上て考が　層
限もえき　小
をしらわ　 さ

規市れめ　
く

箋市型癸購

価己価及然り
格の格すで’
を設をるあ全
》定引産り体V す下業’と

肇走講窟縮
♪他が線よを
　企存がつも
支業在平てつ
配のす準支場
的費る化配合
費用場すさを
用よ合るれと
をりで結’り



企業集中と企業格差

のと軸③②

良でにごy須こ　成のさ業々中業場ケ条上’
い生産れ望賀Q．長中れ格異で集合ツ件か超
企産業は9．義グ　　　　　　発で’差な更中にトにら過業を全次巳博ル

　　　　　　　　　規はれがで方固異主す
量業物図9’超に　　　。

　　　　　義　　　　　　う様に如　側‘左る8°
　　　O　　　　　　　　　　　　　 O

’ の費き一・解
大生用〇四を
規産・壱巻参
模条価；’㌔二照
　　　　mで件格　嵩写　し

費

朔、
緬

格

第二’図

に集く
応中で
じしあ
ててる’

かが
そら弱
れも小
ら　’企
のや業
企は、が

QE

P

P’

c’

C

Q．　　Q！
産出量

る拡’法定な義る
゜大小のしり以わ
　し規普て」後け
　た模及い市ので
　りのにな場段は
　’弱よいが階決
　あ小つよ拡でし
　る企てう張はて
　い業もなし’な
　はが’場つ超い
　’淘超合つ過゜

　化行消格規滅1
　しく滅は模す飼
享儲鞍．1案

　方じ゜る間は
　式’　よの市

（574）92

■



企業集中と企業格差

市生ず　　る成な
場ずる第
全る場一
筥馨食嫉
成です低
長　’な位
　’こわ企
企のち業
業場　’の
格合大成
差は規長
の　’模率
状低企の
況位業方
　’企のが
技、業方よ
術ががり
の市　’高
，性場よく
格かり　”
にら高格
依駆い差
存逐成が
すさ長縮
るれ率小

　゜るです
　場成る
　合長場
　です・合
　ある、’
　る場第
　　゜合二
　こ　’は
　の第　’
　い三シ
　づはユ
　れ　’タ
　の　シイ
　傾ユン
　向タド
　がイル
　支ンの
　配ド言
　すルう、
　るの相
　か絶対
　は対的　　’的集
　前集中
　述中が
　のが生

゜

長る寡
　率　゜占

　大にの　寡
　す大企　占
　る規業　企
　と模の　業
　’企成　の
　ぞ業長　成
　こが　’　長
　によ価　　’
　存り格　価
　在効の　格
　す率動　の
　るが向　動
　企高は　向、
　業く　’
　も　’市
　’　中場
’　そ規の＼
　れ模需
　に以要
　応下状
　じの況
　て企　’
　成業企
　長が業
　す効格
　る率差
　ががの
　’低状
　そい態
　のと　’
　成し技
　長よ術
　のうの
　仕　゜性
　方そ格
　はの　’
　’場こ
　お合の
　よ　’三
　・そ市者
　三場に
　つがよ．
　にあつ
　分るて
　け適種
　ら正々
　れな異

ながが産は　らつ線
る’減量’こ淘まで競・
だ産少を規れ汰り示争
ろ葉す拡模にさそさ産
う内る張が対れこれ業゜

のこす類しるにるに
　大とる似て゜お゜お
　企がこし’革い更け
覆難憂蒙舗需華

　にし全た大業ゼ格過
　おた体め規のロを程
　克誉乞に馨舞募撃嫉

　ぞ濡福碍誉鞭覧喜盗

纏響楚力1鷺劣

　場与つこさ業コがよ
　漂舌て塞墾窟歪曳ぞ
　’れそな゜産をでコ
　生たのいそに割あス

　的す分な　　　　　’産る点下
　なるだるで出たでげ
　革とけとが量めtSる
　新’産’さは”°
　行過業革れO倒とそ
繧黎盆語至墨虐撰㌘

　生給の企こに’交ス
　じの産業のな市わト
　難圧出が場る場るは
　く力物生合　゜か゜A

93（575）



企業集中と企業格差

る現　をもよ企淘　零ずを　対新歩い
゜象非非とう業汰次細る行市的技をでま
格が均均にでのさに企場な場集術とあず
　　　　　　　　’業合うの中をりろ’差生整整分あ格れ
のじ的的析る差た企はは低成が採いう市
少う市市す゜がも業除’位長起用れこ場
なる場場る一生の格く大企がるするとの
い゜のとのつじと差）企業弱こる能は成
場大場呼がはてしのの業のいとこ力容長
合規合びモ’いて状成の淘場もとに易テ
に模’一’デ企る’態長集汰合あが大にン
比企規こイ業場あと率中がはり困き想ポ
ベ業模れリ間合る’が度生’う難な像が
てののはアのが程大急はず大るで差さ速’

中格’二規多度企速高る企゜あがれい
新で差シ1模い大業なま可業だりある場
技もがロ①の・°きの場り能のが’り゜合
術更存スで格現な競合’性技そし’もは
がに在ラあ差代規争は参が術れたしつ’
普規すビるがの模”入あke　一はがかと中
及模る二がな寡を成参阻る歩’つもも位
さがが1）’い占も長入止゜は市てそ’以
れ大故②こ場的つ’阻価規’場効の高下
るでに窃れ合競企価止格模生の率技位の
　　’覧にで争業格価は別産成格術企企まあ
　　　　　’ののの格高の、能長差が業業でり先8対
の’に←しこ理競関はく効力がは不との
期かシ9てれ論争連・低設率を弱一連中成
　　　　’はにをを下定（拡い層続位長間つユ貯
は効タご同均お問検すさ生大場拡的以の’

率イや一整い題討るれ産し合がな下条
若6，ンベ市的てにし゜る性’にり場の件
干大ドイ場市はしよ　だ）価比’合企が
なでルン内場’てう　ろ格格較市は業残
があの③でとそい゜　う差低す場’のさ
いる相の規呼のる我　 ゜が下るの中効れ
でよ対考模ば規の々　こ拡圧と成位率’
あう的えのれ模では　れ大力’長以の絶
うなおて格る格あ’　にしがそが下格対
う企よい差゜差るい　対’多の急の差的
゜業びるがこにがわ　し相少可速企が集
こは絶市大のつ’ゆ　

’

対強能で業き中’
の’対場きよいそる　中的く性あはわに「よ革的・でくうての零　位又働はる’め至
う新集あ存な二大細　以はき小に旧てら
な的中る・在タつ企企　下絶’さも設大な’
場技の゜しイに業業　 の対高い拘備きい
合術過　てプ分のは　企的費゜わをく可
はを程　 いのけ中’　業集用　 ら廃’s能

’

採に　る市てです　（中で　ず棄技性
費用似　市場いもで　弱が生　

’

し術が
用すた　場をる’に　小生産　絶て進強

（576）94



企業集中と企業格差

能　の　テで競つ　企格す　ま存的新格
九技関次ルあ争て均業差るこた在に的差
の術連に協りがシ整間がテれ激し行技も
相がで’定’加工的の少ンに化’な術大
違連’第をそわア市競なポ対すイわをき
が続技三結れる1場争くもしるノれ導い’

的術のん程こ獲にはて速て’ヴ’入上
そなの技で一と得お停’い’とエそすに
れ場連術’般も競い滞し゜企言1れる’
程合y続の価的あ争てしか格業えシを動新
大は性性格現りがも’も差間るヨ媒機技

歩行果に
になをつ
よわ考い
るれえて
費るる’

き　と格維象う激　イシがの
な旧不と持とる化市ノエち規
意技連の政は゜す場ヴァぢ模
味術続関策言こるがエ1まの
をか性連がえれたいiがつ格

な技ういれでし競るンぞる少
く術点てやあか争しのれこな
なへに検すうしのく動固とい

つスの技る市部てあなる成の
てム経術で場門イる登な長場
　　　　　　　　　　らの合技1済のあでやノよ
術ズ的性ろ”ヴう　　　　　　　　　　　テは進に効格え規いエな　’叢ン’

用で
のあ
低ろ
下う
と　゜

価し
格た
のが
低つ
下て
が新

’

技

相術
対採
的用
にの

゜

こ

こ

で
は

そ

の
普
及
（IP

ア
ン

ポ

の
問

題
と

模わ1場’もポ競がゆシ合　　　　　極も争
同るヨは　　　　　端同カ
ー 成ン’　　　　　な一が
化長が新　場化同
す産盛し　　　　　合す一
る業んく　　　　　はるで

ル象げぐ　
’

に及

ン介も術
のに強の
普しい導
及て゜入
が’こと
簡更の費
単によ用
に市う格
行場な差なカS’．企に

わ拡業も
『れ大格と
なし差つ
いうがく
場る存超
合゜在過
のつし利
方ま’潤
がり市を
市独場’

拡至長く
張はが維
が寡高持
促占いし
進の状う
さ段態る
れ階の゜
るにもか

　゜おとか
そいでる
しては条
ても’件
企’技の
業企術も
間業革と
の間新で
競格もは
争差積’
もが極革

95（577）



．企業集中と企業格差

つ考少るうろ第　はし　性るし参新続・ス’

えしと゜不二以’技技が場’入技なム
同らて’も連に上最術術あ合特阻術場1
時れ均中つ続”もががるに定止と合ズ
にる整位と的規い停連連
新゜的のもで模ろ滞続続
設技市企第あ問い的的的
備術場業一り格うとでな〆

をのとも条’差検な市場
設不なま件イが討り場合
置連るたがノあし’の’
す続と’充ヴつた力成し
る性’技たエて結ル長か
との市術さ1　’果テがも
な経場進れシ高をル停市
る済の歩るヨ位綜協滞場
ζ効成を場ン企合定しの

備要共長企テす業・維’れ

剰に争こ成が能長策ヴ中
とももと長遅性がが工位
なあ停が率いを高行1のる　ら滞可がこ　もい　な　シ企
がわし能高とつのわヨ業

　’れ’でくe・こはれンも
同るイあなこと’るの’
時゜ノるるの’第で動か
にすヴ゜可三第一あ機な
資なエだ能条三条ろはり
本わ←1が性件に件う小成
需ちシ’もが’と゜さ長
要’ヨそあ充技し　 くし
も巨ンのるた術て　 なう
増大の結゜さが市，一るる
大企動果更れ連場　

゜

可

す業機’にる続が　特能
るがも仮’場的拡　に性

　゜旧小に技合な張　 均が
一 設さ規術で場し　整あ
方備く模があ合て　的る

　’をな別連るよい　市゜
旧保る格続とりる　場こ
設持こ差㌧的言もこ　のれ
備しとがでえ．むと　場に
のっが縮あよし’　合対

゜は大価旧はに
　’企格技’進
大業も術新行
規のまの技し
模相た両術う
企対’方のる
業的高が採゜
内地位一用こ
で位に産はの

　’は設業特場
更高定内定合
にまさにのは
相るれ共大’
対でう存企イ
的あるし業ノ
地ろ゜てにヴ
位う技い限工
の゜ 術るら1
変需がわれシ
化要不け’ヨ
がが連で若ン
生も続あ干の

　じしでり効普
　’も”率及
市非し費のの
場常か用劣テ
のにも格るン
再少不差企ポ
分な均は業は
割く整大は急
や’的で’速

　’市市あ旧で
高場場る設あ
位ののが備ろ
企成場’をう
業長合1そ保゜
へがはれ持こ
のい’だしれ
集ち企けつに

　中ぢ業価づ対
がる問格けし
一 し格はるて
駿毒辞ご衰

　ま滞一しの術
　るし層な場が
可て増い合不

　能い大゜’連
（578）96

f



企業集中ζ企業格差

場参たもに業型成～属薬に ∫本化とあ存
形入時固弱は企長一す品つ以需へ思り在
態企期定い技業が○るL’い上要のわ触は
の業に化と術の意億も等て述が便れが’
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　　　　窮一表　規模別生産性と隼産性要素格差　（昭和30年度）
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企業集中と企業格差
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企業集中と企業格差

　　　、第三表　証　券　発　行　費　用

匪行’規測些 数腰のた糊簑

普通』株

優先株

債券・手形

　0
250

500

750

1，000

　0
　250
　500

　750
1，000．

5，000

10，000

25，000

　0
　250

　500
　750
1，000

5，000

1⑪，000

25，000

33

19

21

10

22

9

11

8

3

17

2

2

2

5

7

5

2

15

3

13

8

22．4y

19．　9

19．1

18．2

15．7

17．3

19．5

il．8

15．7

9．3

3．7

3．3

3．0

9．　2

9．3

9．8

4．2

4．8

4．8

3．1

2．3

出所：J・シュタインドル；小企業と大企業、

　　米田・加藤訳、第6表。

第五表　ニューヨーク市にある銀行による

　　利子率劉、平均貸付金額

　　　　　　　　　，〈1938年1－15日）　・

貸付金の平均額

　　％1－2

2－3

3－4

4－5

5－6
6－7

88，000ドル

54，000

21，⑪00　’

18，　OOO

5，000

3，000

　出所：シュタインドル；小企業と大企業、第7表。
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企業集中と企業格差
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第六表　平均借入れ金利の規模間格差．

　　　　　　　（企業規模別）　（％）

昭和31年

32年

33年

資本金階級規．模
2・・i未満［3・・糎円！・・編ll…舗5…猿再

　　15．36　　1　　14，52

12．79

17．38

15．ll

17．80

14．28　　i　　14　19

14．40

． 16．49

14．79

13．84

13．35

12．59

13．62

　w
t億円以上

12．24

10．23

11．15

　平均金利：
／

’　　　　支払い利子割り引き料÷（金融機関短期借入れ金＋同長期借入れ金＋社債）

　　出所：宮沢健一・、資本集中と二重構造、申山伊知郎編、資本蓄積と金融構造、

　　　所収。1
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